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上
富
田
町
で
は
、
地
震
対
策

の
一
環
と
し
て
、
人
的
被
害
の

軽
減
を
図
る
目
的
か
ら
、
次
の

① 

～ 

⑥
の
補
助
事
業
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。

①
家
具
転
倒
防
止
固
定
器
具

　
取
付
事
業

対 

町
内
に
住
所
を
有
す
る
方

で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
世
帯

◎
65
歳
以
上
の
高
齢
者
一
人
世

帯
ま
た
は
65
歳
以
上
の
高
齢
者

の
み
で
構
成
さ
れ
て
い
る
世
帯

◎
障
が
い
者
（
身
体
障
が
い
者

手
帳
１
級
か
ら
３
級
の
交
付
を

受
け
て
い
る
方
）
一
人
世
帯
ま

た
は
障
が
い
者
の
み
で
構
成
さ

れ
て
い
る
世
帯

※
長
期
入
院
・
施
設
入
所
等
の

方
は
除
く

内 

タ
ン
ス
、
本
棚
、
食
器
棚
、

冷
蔵
庫
（
合
計
３
台
以
内
）
に
、

転
倒
防
止
器
具
の
取
付
（
無
償
）

※
一
世
帯
に
つ
き
一
回
限
り

②
家
具
転
倒
防
止
対
策
補
助
金

　
事
業

対 

町
内
に
住
所
を
有
す
る
方

で
、
家
具
転
倒
防
止
器
具
を
購

入
し
自
ら
居
住
す
る
住
宅
内
に

お
い
て
取
付
を
行
う
世
帯

内 
タ
ン
ス
、
食
器
棚
、
本
棚
、

冷
蔵
庫
な
ど
、
地
震
災
害
時
に

転
倒
す
る
恐
れ
の
あ
る
も
の
を

固
定
す
る
器
具
や
、
窓
ガ
ラ
ス

お
よ
び
食
器
棚
、
本
棚
等
に
付

随
す
る
ガ
ラ
ス
な
ど
で
、
地
震

災
害
時
に
飛
散
す
る
恐
れ
の
あ

る
も
の
を
保
護
す
る
シ
ー
ト
等

の
購
入
費
用
。

補
助
額 

上
限
５
千
円
（
補
助

金
の
額
に
千
円
未
満
端
数
が
生

じ
た
と
き
は
、
端
数
を
切
り
捨

て
。）

※
一
世
帯
に
つ
き
一
回
限
り

③
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
等
購
入
費

　
補
助
金
事
業

対 

町
内
に
住
所
を
有
す
る
方

で
、
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
等
（
簡

易
タ
イ
プ
）
を
購
入
し
自
ら
居

住
す
る
住
宅
内
に
取
付
を
行
う

世
帯

内

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
（
簡
易

タ
イ
プ
）
の
購
入
費
用
。
対
象

製
品
は
一
般
財
団
法
人
・
日
本

消
防
設
備
安
全
セ
ン
タ
ー
が
消

防
防
災
製
品
等
推
奨
品
と
し
て

推
奨
す
る
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
等

(

簡
易
タ
イ
プ)

補
助
額

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
等

（
簡
易
タ
イ
プ
）
の
購
入
に
要

す
る
経
費
の
２
分
の
１
。
上
限

２
千
円

※
一
棟
に
つ
き
一
回
限
り

④
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
耐
震
対
策
事
業

対 

上
富
田
町
内
に
あ
る
ブ
ロ
ッ

ク
塀
等
を
所
有
す
る
個
人
・
法

人
・
自
治
会
等

内 

避
難
路
に
面
し
、
地
震
発
生

時
に
お
け
る
倒
壊
ま
た
は
転
倒

の
危
険
性
の
あ
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀

等
を
撤
去
す
る
も
の

補
助
額

ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
撤
去
に

要
す
る
費
用
（
実
費
）
と
撤
去

す
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
㎡
に
つ

き
８
千
円
を
乗
じ
て
得
た
額
と

比
較
し
て
、
い
ず
れ
か
少
な
い

金
額
の
３
分
の
２
以
内
。
上
限

10
万
円

〆 

令
和
８
年
２
月
27
日
㊎
ま
で

⑤
木
造
住
宅
耐
震
診
断
事
業

対 

平
成
12
年
５
月
31
日
以
前

に
着
工
さ
れ
た
、
平
屋
ま
た
は

二
階
建
て
で
、
延
べ
床
面
積
が

４
０
０
㎡
以
下
の
木
造
住
宅

内 

住
宅
耐
震
診
断
士
が
、
耐
震

度
を
診
断
し
、
総
合
評
点
に
よ

り
判
定
を
行
う
。

※
耐
震
診
断
費
用
の
個
人
負
担   

は
あ
り
ま
せ
ん
。（
先
着
50

件
）

⑥
住
宅
耐
震
改
修
（
耐
震
補
強

  

設
計
・
耐
震
改
修
工
事
）
事
業

令
和
７
年
度
か
ら
耐
震
改
修
の

補
助
金
額
を
最
大
１
５
０
万
円

に
増
額
し
ま
し
た
！

対 

木
造
住
宅
耐
震
診
断
の
結

果
、
総
合
評
点
が
基
準
以
下
の

住
宅

補
助
額

【 
耐
震
改
修 

】

　
上
限
１
５
０
万
円

【
現
地
建
替
え
】

　
上
限
１
３
１
万
６
千
円

（
合
わ
せ
て
先
着
20
件
）

耐
震
ベ
ッ
ド
・
シ
ェ
ル
タ
ー

の
購
入
、
設
置
補
助
も
行
っ

て
い
ま
す
！

　
県
が
指
定
す
る
耐
震
ベ
ッ

ド
、
シ
ェ
ル
タ
ー
の
購
入
、
設

置
費
用
が
補
助
さ
れ
ま
す
。

補
助
額 

上
限
　
26
万
６
千
円

〆 

令
和
８
年
１
月
30
日
㊎
ま
で

※
募
集
件
数
は
、
申
し
込
み
状

況
に
よ
り
増
減
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

問 

総
務
課

　
　
庶
務
・
危
機
管
理
班

　
　
　（
⑪
番
窓
口
）

　
　 

☎
４
７
‐
０
５
５
０

地
震
対
策
行
っ
て
い
ま
す
か
？
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令
和
７
年
４
月
か
ら
、
各
手

当
の
支
給
額
が
改
定
さ
れ
ま
す
。

　
令
和
６
年
の
物
価
変
動
率
を

踏
ま
え
、
２
・
７
％
の
引
き
上

げ
と
な
り
ま
す
。
各
手
当
の
支

給
額
は
次
の
と
お
り
で
す
。

※
児
童
扶
養
手
当
は
所
得
に
よ

　
り
支
給
額
が
計
算
さ
れ
ま
す
。

問 

福
祉
課
（
④
番
、
⑤
番
窓
口
）

　
☎
３
４
‐
２
３
７
３

　
～
ご
協
力
あ
り
が
と
う

　
　
　
　
　
ご
ざ
い
ま
し
た
～

　
先
般
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

て
お
り
ま
し
た
日
本
赤
十
字
社

の
活
動
資
金
に
つ
き
ま
し
て
、

９
８
万
１
９
８
５
円
を
お
寄
せ

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。（
令
和

７
年
２
月
末
現
在
）

　
ご
報
告
か
た
が
た
、
皆
様
の

あ
た
た
か
い
ご
支
援
に
対
し
、

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
皆
様
方
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ

く
活
動
資
金
に
支
え
ら
れ
、
日

本
赤
十
字
社
は
、
世
界
各
地
で

の
救
援
活
動
は
も
と
よ
り
、
国

内
で
の
災
害
救
援
・
救
護
活
動
、

血
液
事
業
、
医
療
活
動
、
社
会

福
祉
事
業
な
ど
の
活
動
を
展
開

し
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
日
本
赤
十
字
社
の

活
動
に
、
ご
支
援
・
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

問 

福
祉
課
　
福
祉
班（

⑤
番
窓
口
）

　
☎ 

３
４
‐
２
３
７
３

　
上
富
田
町
に
住
民
登
録
が
あ

り
、
在
宅
さ
れ
て
い
る
（
施
設

入
所
者
は
除
く
）
重
度
心
身
の

障
害
を
お
持
ち
の
方
は
福
祉
タ

ク
シ
ー
助
成
券
の
交
付
が
で
き

ま
す
。

　
対
象
者
１
人
年
一
冊
（
24
枚

つ
づ
り
、
１
枚
５
０
０
円
分
）

と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
必
要

な
方
は
福
祉
課
福
祉
班
ま
で
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

対 

身
体
障
害
者
手
帳
１
級
、
２

級
ま
た
は
療
育
手
帳
Ａ
１
、
Ａ

２
に
該
当
す
る
方
。

助
成
内
容 

タ
ク
シ
ー
を
利
用
し

た
際
、
１
回
の
利
用
に
つ
き
最

大
、
１
０
０
０
円
を
助
成
。

利
用
方
法 

タ
ク
シ
ー
利
用
時

に
、
福
祉
タ
ク
シ
ー
助
成
券
と

身
体
障
害
者
手
帳
等
本
人
確
認

書
類
を
提
示
す
る
。

持 

・
交
付
申
請
書

　 

・
身
体
障
害
者
手
帳
等
の
写
し

問
・
申 

福
祉
課
　
福
祉
班

（
⑤
番
窓
口
）

☎
３
４
‐
２
３
７
３

令
和
６
年
度

日
本
赤
十
字
活
動
資
金

児
童
扶
養
手
当
等
　
額
改
定
お
知
ら
せ

福
祉
タ
ク
シ
ー
助
成
券

交
付
申
請
‐
ご
案
内
‐

児童扶養手当
令和6年11月から
令和7年3月まで

令和7年4月から

第１子支給額
全部　45,500円
一部　45,490円～10,740円

全部　46,690円
一部　46,680円～11,010円

第２子加算額
全部　10,750円
一部　10,740円～5,380円

全部　11,030円
一部　11,020円～5,520円

令和6年4月から
令和7年3月まで

令和7年4月から

特別児童
扶養手当

1級　55,350円
2級　36,860円

1級　56,800円
2級　37,830円

特別障害者
手当

　　　　28,840円 　　　　29,590円

障害児福祉
手当

　　　　15,690円 　　　　16,100円

※住所異動の手続きや住民票・戸籍等

の発行は行えません。

※手続きに必要なものは事前にお問い

合わせください。

問 住民課 住民・環境班 ( ①番窓口 ) ☎ 47–0550

マイナンバーカード　夜間窓口
時 4 月 10 日・24 日㊍  19 時まで
場 住民課（①番窓口）
内 マイナンバーカードの申請・受取
　  電子証明書の発行・更新
　  暗証番号の変更 など
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現
在
、
メ
ジ
ロ
は
捕
獲
禁
止

と
な
っ
て
い
ま
す
。
許
可
な
く

捕
獲
や
飼
育
し
た
場
合
は
、
法

の
罰
則
を
受
け
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。

　
な
お
、
野
外
で
野
鳥
を
観
察

で
き
な
い
高
齢
者
な
ど
は
捕
獲

が
許
可
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

【
捕
獲
許
可
】

　
西
牟
婁
振
興
局

　
健
康
福
祉
部
　
衛
生
環
境
課

☎
２
６
‐
７
９
３
４

【
飼
養
登
録
】

　
振
興
課

　
　
農
林
水
産
班
（
⑦
番
窓
口
）

☎
３
４
‐
２
３
７
０

問 

和
歌
山
県
　
環
境
生
活
部

自
然
環
境
室

☎
０
７
３
‐
４
４
１
‐
２
７
７
９

　
近
年
、
全
国
的
に
ジ
ャ
ン
ボ

タ
ニ
シ
（
ス
ク
ミ
リ
ン
ゴ
ガ
イ
）

の
生
息
区
域
が
拡
大
し
て
い
ま

す
。

　
春
夏
期
で
は
、
深
水
と
な
っ

た
部
分
で
被
害
が
生
じ
や
す
く
、

移
植
苗
の
食
害
を
防
止
す
る
た

め
に
は
、
田
植
え
前
後
に
、
薬

剤
散
布
や
浅
水
管
理
な
ど
の
防

除
対
策
を
組
み
合
わ
せ
て
実
施

す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

防
除
対
策
の
例

①
薬
剤
に
よ
る
駆
除

　
田
植
え
後
の
ま
だ
や
わ
ら
か

い
稲
を
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
は
好

ん
で
食
べ
ま
す
。
駆
除
剤
や
水

稲
用
殺
虫
剤
を
田
植
え
後
に
散

布
し
駆
除
し
ま
す
。

②
耕
う
ん
に
よ
る
予
防
対
処
法

　
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
は
、
寒
さ

に
弱
い
生
き
物
で
す
。
寒
く
な

る
と
土
の
中
に
潜
る
こ
と
で
寒

さ
を
し
の
ぎ
ま
す
。
そ
れ
を
ト

ラ
ク
タ
ー
で
浅
く
耕
う
ん
し
、

粉
砕
し
た
り
、
殻
を
傷
つ
け
て

耐
寒
性
を
低
下
さ
せ
て
駆
除
し

て
い
く
こ
と
が
冬
場
に
は
必
要

に
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
だ
け
で
、
田
植
え
時
の

ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
の
量
は
非
常

に
少
な
く
な
り
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
に
も
農
林
水
産
省

Ｈ
Ｐ
に
春
夏
期
、
秋
冬
期
の
詳

細
な
対
策
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
本
貝
に
は
人
体
に
有

害
な
寄
生
虫
（
広
東
住
血
線
虫
）

が
い
る
場
合
が
あ
る
た
め
、
ゴ

ム
手
袋
や
ゴ
ミ
拾
い
用
ト
ン
グ

な
ど
を
使
用
し
、
素
手
で
は
扱

わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

問 

西
牟
婁
振
興
局

　
農
業
水
産
振
興
課

☎
２
６
‐
７
９
４
１

　 

振
興
課
　
農
林
水
産
班

（
⑦
番
窓
口
）

☎
３
４
‐
２
３
７
０

【
農
林
水
産
省
Ｈ
Ｐ
】

h
ttp
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w

w
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a
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o
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a
n

/sy
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k
u
b
o
/g

a
ic

y
u
/
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o
u

2
/su

k
u

m
i/su

k
u

m
i.

h
tm

l
メ
ジ
ロ
の
捕
獲
は

禁
止
で
す

  

ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
対
策

募
集
住
宅

  

２
戸

・
飛
曽
川
団
地
Ｂ
‐
２
‐
１
号

（
朝
来
）

　
間
取
り
…
…
３
Ｄ
Ｋ

　
建
築
年
度
　
平
成
５
年
度

　
家
賃
（
１
万
４
８
０
０
円
～

　
　
　
　
　
２
万
９
０
０
０
円
）

・
飛
曽
川
団
地
Ｂ
‐
３
‐
４
号

（
朝
来
）

　
間
取
り
…
…
３
Ｄ
Ｋ

　
建
築
年
度
　
平
成
５
年
度

　
家
賃
（
１
万
４
８
０
０
円
～

　
　
　
　
　
２
万
９
０
０
０
円
）

※
飛
曽
川
団
地
に
つ
い
て
は
、

浄
化
槽
管
理
費
が
、
別
途
必

要
に
な
り
ま
す
。

　
浄
化
槽
管
理
費

　
別
途
　
月
額
２
０
０
０
円

※
家
賃
に
つ
い
て
は
世
帯
全
体

の
所
得
に
よ
り
決
ま
り
ま
す
。

対 

町
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
場

所
を
有
す
る
者

申 

配
布
・
受
付
　
期
間

　
４
月
１
日
㊋
〜

　
　
　
　
　
　
４
月
18
日
㊎

場 

役
場
　
建
設
課

※
申
込
の
配
布
・
受
付
は
、
平

日
の
み
、
８
時
30
分
か
ら
17

時
15
分
ま
で
。

抽
選
日 

５
月
１
日
㊍

・
飛
曽
川
団
地
Ｂ
‐
２
‐
１
号

（
朝
来
）

　
　
　
　
　
　
　
午
前
９
時

・
飛
曽
川
団
地
Ｂ
‐
３
‐
４
号

　
　
　
　
　
　
　
　（
朝
来
）

　
　
　
　
　
　
　
午
前
10
時

場 

役
場
　
２
階
大
会
議
室

入
居
条
件 

・
町
税
お
よ
び
公
共
料
金
に
滞

納
が
な
い
こ
と

・
町
内
会
に
加
入
す
る
こ
と

問 

建
設
課
　
管
理
班（

⑭
番
窓
口
）

☎
３
４
‐
２
３
７
４

　
令
和
７
年
４
月
か
ら
、
過
去

に
補
助
金
の
交
付
を
受
け
た
方

も
５
年
経
過
す
る
と
再
度
申
請

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
申
請
方
法
も
変
更
し

ま
し
た
の
で
、
く
わ
し
く
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
い
た
だ
く

か
、
住
民
課
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問 

住
民
課
　
住
民
・
環
境
班

（
②
番
窓
口
）

☎ 

３
４
‐
２
３
７
２

電
気
式
生
ご
み
処
理
機

補
助
金
事
業
‐
お
知
ら
せ
‐

町
営
住
宅
入
居
者

‐
募
集
‐
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ワ
ク
ワ
ク
し
て
る
？

　
も
う
い
ち
ど
７
歳
の
目
で
世

界
を
！
を
テ
ー
マ
に
、
平
成
30

年
５
月
に
上
富
田
町
で
開
校
し

ま
し
た
。
一
期
半
年
で
こ
の
３

月
に
第
13
期
が
修
了
し
ま
す
。

　
毎
月
基
本
第
２
土
曜
日
午
後

に
、
講
師
先
生
の
90
分
の
授
業

が
、
２
コ
マ
あ
り
、
起
業
や
町

づ
く
り
、
最
先
端
技
術
、
農
業

や
食
な
ど
多
才
な
講
師
陣
の
授

業
を
聴
い
て
、
刺
激
を
受
け
て

い
ま
す
。

　
更
に
授
業
を
受
け
る
だ
け
で

は
な
く
、
ク
ラ
ブ
活
動
が
あ
り
、

生
徒
同
志
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を

作
っ
て
い
ま
す
。

　
講
師
先
生
か
ら
刺
激
を
受
け

吸
収
し
た
こ
と
、
生
徒
同
士
で

作
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
こ
の

上
富
田
を
中
心
に
広
げ
て
い
ま

す
。

　
４
月
か
ら
は
第
14
期
（
４
月

～
９
月
）
が
始
ま
り
ま
す
。

　
今
回
は
５
月
に
７
周
年
記
念

授
業
も
あ
り
、
世
界
最
高
齢
プ

ロ
グ
ラ
マ
ー
の
若
宮
正
子
さ
ん

や
地
域
活
性
化
の
第
一
人
者
で

三
菱
総
合
研
究
所
の
松
田
智
生

さ
ん
、
ま
た
東
京
大
学
先
端
科

学
技
術
セ
ン
タ
ー
教
授
な
ど
…

多
様
な
先
生
方
に
来
て
い
た
だ

く
予
定
で
す
。

　
授
業
日
程
は
、
４
月
12
日
、

５
月
17
日
、
６
月
14
日
、
７
月

12
日
、
８
月
９
日
、
９
月
13
日

の
全
６
回
、
土
曜
日
の
13
時
か

ら
90
分
の
授
業
が
２
コ
マ
。

　
開
校
当
初
は
リ
ア
ル
授
業
の

み
で
し
た
が
、
現
在
は
オ
ン
ラ

イ
ン
（
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
）
配
信
も
併

用
し
て
い
る
の
で
、
遠
方
の
方

や
在
宅
ワ
ー
カ
ー
、
子
育
て
世

代
の
方
も
受
講
で
き
ま
す
。

費 

１
万
円

　 

学
生
は
無
料

（
但
し
積
極
的
に
運
営
の
お
手
伝

い
を
す
る
）

対 

15
歳
以
上
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス
が
あ
る
こ
と
（
基
本
連
絡
が

メ
ー
ル
に
な
り
ま
す
）

企
業
枠 

２
期
１
口
　
２
万
円

　
　
　
　（
年
間
全
12
回
）

１
回
の
授
業
に
１
名
の
受
講

※
受
講
者
は
毎
回
変
更
Ｏ
Ｋ

申 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

『
紀
州
く
ち
く
ま
の
』
で
検
索

h
ttp

s://w
w

w
.n

e
c
h
u
-k

u
c
h
i

k
u
m

an
o
.co

m

問 

一
般
社
団
法
人

紀
州
く
ち
く
ま
の
未
来
創
造
機

構場 

上
富
田
産
業
・
文
化
交
流
館

☎
３
４
‐
３
１
１
５

 

現
在
、
大
賀
ハ
ス
を
守
る
会
で

は
、
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ま
は
、
上
富
田
町
岡
地

区
に
大
賀
ハ
ス
田
が
あ
る
の
を

ご
存
じ
で
す
か
？

　
本
会
で
は
、
貴
重
な
大
賀
ハ

ス
を
保
護
、
保
存
、
管
理
し
、

後
世
ま
で
伝
え
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
組
織
し
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
と
一
緒
に
大
賀
ハ
ス

を
見
守
り
ま
せ
ん
か
？

　
ご
興
味
の
あ
る
方
は
、
左
記

問
い
合
わ
せ
先
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

活
動
期
間 

　
５
月
中
旬
～
８
月
上
旬

活
動
内
容 

　
雑
草
取
り
、
草
刈
り
、
肥
料

散
布
、
手
入
れ
等

問 

大
賀
ハ
ス
を
守
る
会
事
務
局

振
興
課
企
画
・
商
工
観
光
班

（
⑧
番
窓
口
）

☎
３
４
‐
２
３
７
０

第
14
期
　
入
学
受
付

紀
州
く
ち
く
ま
の

熱
中
小
学
校

大
賀
ハ
ス
を
守
る
会

会
員
募
集
中
！
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令
和
７
年
度
か
ら
、
新
た
に

３
つ
の
助
成
事
業
が
始
ま
り
ま

す
。
対
象
者
の
方
に
は
個
別
に

案
内
・
助
成
券
を
送
付
い
た
し

ま
す
。

◆
新
生
児
聴
覚
検
査

　
　
上
限
５
０
０
０
円

※
再
検
査
が
必
要
に
な
っ
た
場

合
は
２
回
ま
で
助
成
。

◆
１
か
月
児
健
診

　
　
上
限
６
０
０
０
円

◆
産
婦
健
診
（
２
回
ま
で
）

　
　
上
限
５
０
０
０
円

対 

令
和
７
年
４
月
１
日
以
降
に

右
記
の
検
査
・
健
診
を
受
診
す

る
者

◆
立
替
払
い
に
つ
い
て

　
県
外
等
に
お
い
て
助
成
券
が

使
用
で
き
な
い
施
設
で
検
査
や

健
診
を
受
診
さ
れ
る
方
は
保
健

セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

必
要
書
類
：
領
収
書

　
令
和
７
年
度
か
ら
産
後
ケ
ア

事
業
の
利
用
料
等
の
助
成
内
容

が
変
わ
り
ま
す
。
対
象
と
な
る

方
に
は
、
個
別
通
知
を
し
て
お

り
ま
す
。
詳
細
に
つ
き
ま
し
て

は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〈
産
後
ケ
ア
事
業
と
は
〉

　
出
産
後
の
お
母
さ
ん
が
安
心

し
て
子
育
て
が
で
き
る
よ
う
、

宿
泊
や
日
帰
り
、
訪
問
で
助
産

師
さ
ん
が
心
身
の
ケ
ア
や
育
児

の
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。

　
高
齢
者
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン

は
、
帯
状
疱
疹
や
そ
の
合
併
症
を

予
防
す
る
目
的
で
、
４
月
１
日
か

ら
予
防
接
種
法
に
基
づ
く
定
期
接

種
と
な
り
ま
す
。

　
対
象
の
方
に
は
、
個
別
通
知
を

し
て
お
り
ま
す
が
、
ワ
ク
チ
ン
の

効
果
な
ど
を
ご
確
認
い
た
だ
き
接

種
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

※
こ
れ
ま
で
行
っ
て
い
た
任
意
接

種
の
助
成
に
つ
い
て
は
、
令
和

６
年
度
で
終
了
と
な
り
ま
し
た
。

◆
対
象
者

(1) 

65
歳
の
方

(2)
接
種
日
に
60
歳
以
上
65
歳
未

満
で
、
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル

ス
に
よ
る
免
疫
機
能
に
障
が
い

が
あ
り
、
日
常
生
活
が
ほ
と
ん

ど
不
可
能
な
方

◎
５
年
間
の
経
過
措
置
と
し
て

(3)
そ
の
年
度
に
お
い
て
、
70
、

75
、
80
、
85
、
90
、
95
、
100
歳

に
な
る
方

(4)
令
和
７
年
度
に
限
り
100
歳
以

上
に
な
る
方

◆
接
種
期
間

令
和
７
年
４
月
１
日
か
ら
令
和

８
年
３
月
31
日
ま
で

◆
自
己
負
担
額

・
生
ワ
ク
チ
ン
　

　
３
０
０
０
円
（
１
回
接
種
）

・
不
活
化
ワ
ク
チ
ン

　
１
回
７
０
０
０
円
（
２
回
接

種
）

　
申
込
み
は
締
め
切
っ
て
お
り

ま
す
が
、
空
い
て
い
る
と
こ
ろ

に
つ
い
て
追
加
募
集
を
行
い
ま

す
。
ご
希
望
の
方
は
、
保
健
セ

ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

特定 胃 肺 子宮 乳がん

４月１８日㊎ ○ × × × ×
４月１９日㊏ ○ × × × ○
４月２０日㊐ × × × ○ ○
５月　９日㊎ ○ ○ × × ×
５月１０日㊏ ○ ○ × ○ ○
５月１１日㊐ × × × ○ ○

　
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ

ン
（
Ｍ
Ｒ
）
Ⅱ
期
の
予
防
接
種

を
す
る
時
期
で
す
。

　
接
種
期
限
間
近
の
駆
け
込
み

は
、
突
然
の
体
調
不
良
等
で
期

限
内
に
接
種
で
き
な
く
な
る
原

因
に
な
り
ま
す
。
余
裕
を
も
っ

て
接
種
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

〆
令
和
８
年
３
月
31
日

〈
麻
し
ん
（
は
し
か
）
と
は
〉

　
麻
し
ん
ウ
イ
ル
ス
の
空
気
感

染
に
よ
っ
て
起
こ
り
ま
す
。
非

常
に
感
染
力
が
強
く
、
免
疫
の

な
い
人
が
感
染
を
受
け
る
と
ほ

ぼ
１
０
０
％
発
病
す
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
重
症
化
す
る
と

肺
炎
や
脳
炎
を
引
き
起
し
、
命

が
危
険
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

〈
風
し
ん
と
は
〉

　
飛
沫
感
染
に
よ
る
急
性
ウ
イ

ル
ス
性
発
疹
症
で
す
。
発
疹
、

発
熱
な
ど
の
症
状
は
比
較
的
軽

い
病
気
で
す
が
、
妊
娠
初
期
に

妊
婦
が
感
染
す
る
と
胎
児
に
ま

で
感
染
し
、
先
天
性
異
常
を
お

こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

母
子
保
健
に
関
す
る
新

規
事
業　

‐
ご
案
内
‐

産
後
ケ
ア
事
業
の
助
成

が
拡
充
さ
れ
ま
す

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
の

定
期
接
種
の
お
知
ら
せ

平
成
31
年
４
月
２
日
～　

令
和
２
年
４
月
１
日

生
ま
れ
の
方
へ

集
団
健
診
追
加
募
集
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地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は

介
護
・
福
祉
の
総
合
相
談
窓
口
と

し
て
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん
や
そ

の
ご
家
族
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
電
話
や

窓
口
の
ほ
か
、
自
宅
へ
も
訪
問
し

ま
す
。
費
用
は
掛
か
り
ま
せ
ん
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
介
護
は
育
児
と
異
な
り
突
発

的
に
問
題
が
発
生
す
る
こ
と

や
、
介
護
を
行
う
期
間
・
方
策

も
多
種
多
様
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
仕
事
と
介
護
の
両
立
が
困

難
と
な
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま

す
。

　
介
護
者
と
な
る
方
は
、
と
り

わ
け
働
き
盛
り
の
世
代
で
、
企

業
の
中
核
を
担
っ
て
い
る
方
も

多
く
、
管
理
職
と
し
て
活
躍
す

る
方
や
職
責
の
重
い
仕
事
に
従

事
さ
れ
て
い
る
方
も
い
る
か
と

思
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
う
い
っ

た
方
以
外
に
も
、
４
月
か
ら
新

社
会
人
と
な
る
方
、
若
い
世
代

の
方
も
介
護
に
直
面
す
る
事
も

考
え
ら
れ
ま
す
。

　
仕
事
と
介
護
を
両
立
で
き
る

環
境
整
備
の
推
進
の
た
め
に
、

企
業
向
け
に
実
施
マ
ニ
ュ
ア
ル

が
出
さ
れ
て
い
た
り
、
育
児
・

介
護
休
業
法
な
ど
の
制
度
や
、

介
護
保
険
の
活
用
な
ど
の
方
法

も
あ
り
ま
す
。

　
介
護
保
険
の
申
請
や
、
実
際

に
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
け
ば

よ
い
か
な
ど
、
わ
か
ら
な
い
事

が
あ
れ
ば
、
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
負
担
を
減
ら
し
、
仕
事
と
介

護
を
両
立
し
て
い
け
る
よ
う

に
、
介
護
の
悩
み
を
一
人
で
抱

え
込
ま
な
い
よ
う
相
談
で
き
る

窓
口
を
ふ
や
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

今
月
の
ひ
ょ
う
た
ん
カ
フ
ェ

時 

４
月
４
日
㊎

　
　
14
時
～
15
時
30
分

場 

彦
五
郎
公
園

（
雨
天
時
保
健
セ
ン
タ
ー
２
階
）

内 

お
花
見

問 

長
寿
課
　
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
　(

⑨
番
窓
口)

☎
３
３
‐
７
３
４
０

　子どもにお手伝いをさせたいけれど、「どのようなことから始めていいのか分からない…」という方

も多いのではないでしょうか。お手伝いは子どもの健やかな成長を促します。それならできるだけ楽

しくできて、お手伝いが生活習慣として身につくと嬉しいですよね。子どもさんの年齢や興味に合わ

せて、楽しくできるようなことから提案してみましょう。

〈お手伝いの良いところ〉

◆自信がつく

　おうちの方から、「ありがとう」と感謝され、家族の一員として役立っているという達成感を感じる

ことで自信がつきます。また、その積み重ねにより自己肯定感も育まれます。

◆自分で考えて行動する力が身につく

　最初から失敗せずにお手伝いができる子どもはいません。沢山失敗して、その度に何がいけなかっ

たのかを考えて挑戦していくうちに、「次はこうしよう」と工夫し、実践することを覚えていきます。

こうした考える力と行動力は、大人になってからも必要な力です。

◆責任感が育つ

　頼まれたことを最後までやり遂げようとする気持ちが芽生え、責任感が身につきます。決まったお

手伝いを習慣化すると「これは自分のやること」という認識を持つようになり、自主的に物事に取り

組むきっかけとなります。

◆家族間のコミュニケーションになる

　一つのことに一緒に取り組んだりその姿を見守ったりすることで、短い時間でも同じ時間を共有で

き、感謝の気持ちを伝えるなど共通の話題が生まれてコミュニケーションの機会が増えます。

〈年齢別　おすすめのお手伝い〉

◆１～２歳頃

　おもちゃの片づけ、ゴミを捨てる、替えのオムツを取る　など

◆３～４歳頃

　食事の前にスプーンや箸を並べる、食べた後の食器を運ぶ、玄関の靴を揃える、

自分の洗濯物を畳む、お米を研ぐ、混ぜる・ちぎるなどの簡単な料理　など

◆５歳頃～

　食器洗い、お風呂掃除、ご飯をよそう、洗濯物を干す、包丁にチャレンジしてみる　など

子育て　にこにこ広場 ～お手伝いと子どもの成長～

住み慣れた地域で

暮らし続けるお手伝い

地域包括支援
センター

仕
事
と
介
護
の
両
立

介
護
離
職
を
防
ぐ
た
め
に
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Ⅰ 

学
校
教
育
指
導
の
重
点
目
標

　
教
育
基
本
法
の
精
神
に
の
っ

と
り
、
教
育
課
程
の
基
準
と
、
生

涯
学
習
に
基
づ
く
上
富
田
町
の

教
育
目
標
を
踏
ま
え
て
、
一
人
ひ

と
り
が
意
欲
的
に
学
び
、
思
考

力
・
判
断
力
・
表
現
力
を
身
に
つ

け
、
変
化
の
激
し
い
社
会
で
「
生

き
る
力
」
を
育
み
、
人
間
性
豊
か

な
児
童
生
徒
の
育
成
を
め
ざ
し
、

次
の
重
点
目
標
を
設
定
す
る
。

（
重
点
目
標
）

①
一
人
ひ
と
り
を
生
か
す
教
育

活
動
を
展
開
す
る
中
で
、
基
礎

的
・
基
本
的
な
学
習
お
よ
び
技

能
を
確
実
に
習
得
さ
せ
、
児
童

生
徒
の
個
性
の
伸
長
お
よ
び
自

己
実
現
と
存
在
感
を
育
て
る
。

②
学
び
、
考
え
、
判
断
し
、
自

ら
主
体
的
に
問
題
を
解
決
す
る

力
を
育
て
る
。

※
指
導
視
点
の
明
確
化

　
教
え
る
内
容
の
精
選
、
学
習

者
の
体
験
的
な
学
び
、
能
動

的
な
学
び
等
。

③
生
命･

人
権
を
尊
重
す
る
心

や
他
を
思
い
や
る
心
・
感
動
す

る
心
を
育
て
る
と
と
も
に
、
自

然
を
大
切
に
し
、
環
境
の
保
全

に
寄
与
す
る
態
度
を
養
う
。

④
豊
か
な
人
間
性
や
社
会
性
を

培
い
、
国
際
社
会
に
生
き
る
日

本
人
と
し
て
の
自
覚
を
育
て
、

世
界
の
平
和
と
発
展
に
寄
与
す

る
態
度
を
養
う
。

⑤
個
人
の
価
値
と
能
力
を
尊
重

す
る
と
と
も
に
、
職
業
お
よ
び

生
活
と
の
関
連
を
重
視
し
、
勤

労
を
重
ん
ず
る
態
度
を
養
う
。

⑥
日
常
生
活
に
お
い
て
適
切
な

体
育
・
健
康
に
関
す
る
活
動
の

実
践
を
促
し
、
生
涯
を
通
じ
て

健
康
・
安
全
で
活
力
あ
る
生
活

を
送
る
た
め
の
基
礎
を
培
う
。

Ⅱ 

学
校
教
育
充
実
に
あ
た
っ
て
の 

　
　 

努
力
目
標

（
１
）
学
校
経
営
の
確
立

　
学
校
長
は
、
明
確
な
ビ
ジ
ョ
ン

を
も
ち
学
校
経
営
方
針
を
ス
ク
ー

ル
プ
ラ
ン
に
示
し
、
教
職
員
と
共

有
し
学
校
運
営
協
議
会
の
承
認
を

得
て
、
児
童
生
徒
に
授
け
る
資
質
・

能
力
の
育
成
に
努
め
る
。

①
調
和
と
統
一
の
あ
る
学
校
経

営
　「
ス
ク
ー
ル
プ
ラ
ン
に
よ

る
学
校
経
営
」

②
創
意
、
特
色
の
あ
る
学
校
運

営
　「
生
涯
学
習
の
基
礎
と
な

る
『
生
き
る
力
』
の
育
成
」 

③
研
修
の
充
実
　｢

現
職
教
育

の
充
実
・
深
化｣

④
家
庭
と
地
域
社
会
等
と
の
連

携
　「
家
庭
・
地
域
の
教
育
力

と
の
協
働
」

⑤
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
（
学

校
運
営
協
議
会
）
の
設
置
と
運
用

（
２
）
教
育
内
容
の
充
実
（
指

導
内
容
の
精
査
と
時
間
管

理
で
深
い
学
習
・
授
業
に
）

　
県
教
育
委
員
会
「
和
歌
山
県

の
教
育
の
要
点
」
を
参
酌
し
、

特
に
、授
業
づ
く
り
３
原
則
「
本

時
の
目
標
提
示
、
課
題
追
究
の

明
確
化
（
書
く
活
動
の
設
定
）、

ま
と
め
（
振
り
返
り
設
定
）」

を
周
知
し
「
わ
か
る
・
学
習
の

お
も
し
ろ
さ
が
実
感
で
き
る
授

業
づ
く
り
」
を
め
ざ
す
。

①
教
科
等
指
導
の
充
実
「
自
ら
学

ぶ
意
欲
と
考
え
る
力
を
育
て
る
」

②
道
徳
教
育
の
充
実
「
自
ら
を

律
し
、
他
を
思
い
や
る
豊
か
な

心
を
育
て
る
」

③
保
健
体
育
・
安
全
指
導
「
健

や
か
で
た
く
ま
し
い
心
と
体
を

育
て
る
」

（
３
）
教
育
機
能
の
推
進

①
人
権
教
育
の
推
進
「
す
べ
て

の
子
に
健
全
な
発
達
と
人
権
感

覚
を
養
う
」

②
生
徒
指
導
の
充
実
強
化
「
教

職
員
は
、
よ
く
聞
き
、
公
平
で

温
か
さ
と
厳
し
さ
を
基
に
」

③
特
別
支
援
教
育
（
障
害
の
あ

る
児
童
生
徒
の
教
育
の
充
実
）

「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の

視
点
」

④
キ
ャ
リ
ア
教
育
（
進
路
指
導
）

の
推
進

「
望
ま
し
い
職
業
観
・
勤
労
観

の
育
成
」

⑤
情
報
活
用
能
力
の
育
成

　「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想

の
充
実
と
進
展
」

（
４
）
当
面
す
る
課
題
へ
の
対
応

①
学
習
指
導
要
領
に
示
さ
れ
た

内
容
の
達
成
・
充
実
に
努
め
る
。

・
学
習
指
導
要
領
の
研
修
と
実

践
化
に
努
め
る
。

・
持
続
可
能
な
開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
）
へ
向
け
て
取
り
組
み
を
進

め
る
。

②
小
学
校
に
お
け
る
外
国
語
教

育
の
内
容
充
実
に
努
め
る
。

・
英
語
活
動
を
小
学
校
３
・
４
年

に
35
時
間
、
英
語
科
を
５
・
６

年
に
70
時
間
行
う
。

③
外
国
語
指
導
助
手
（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）

の
複
数
配
置
に
よ
り
、
小
・
中

学
校
で
の
英
語
教
育
の
充
実
に

努
め
る
と
と
も
に
、
国
際
理
解

教
育
を
進
め
る
。

④
県
教
育
委
員
会
と
連
携
を
図

り
な
が
ら
、
教
育
相
談
体
制
（
ス

ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
・
ス
ク
ー

ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
・
不

登
校
支
援
員
・
訪
問
支
援
員
等
）

や
指
導
体
制
を
整
え
、
不
登
校
児

童
生
徒
の
社
会
的
自
立
に
向
け

た
取
り
組
み
を
進
め
る
。
ま
た
、

校
内
対
策
委
員
会
や
教
育
支
援

セ
ン
タ
ー
の
充
実
を
図
る
と
と

も
に
、
関
係
機
関
等
と
連
携
し

な
が
ら
適
切
な
対
応
を
進
め
る
。

⑤
適
切
な
授
業
時
数
の
確
保
に

留
意
し
、
年
間
教
育
計
画
や
校

時
、
学
校
行
事
等
の
見
直
し
に

努
め
る
。

⑥
自
他
の
生
命
を
大
切
に
し
た
交

通
安
全
指
導
の
推
進
に
努
め
る
。

⑦
学
校
規
模
に
応
じ
た
小
学
校

教
科
担
任
制
の
実
施
に
向
け
て

取
り
組
み
を
推
進
す
る
。

⑧
国
際
理
解
教
育
推
進
の
た
め
、

中
学
生
・
教
員
の
海
外
研
修
お

よ
び
外
国
人
受
け
入
れ
に
よ
る

国
際
交
流
に
努
め
る
。（
上
富
田

町
国
際
交
流
協
会
と
の
連
携
）

⑨
地
域
等
と
の
交
流
「
開
か
れ

た
学
校
づ
く
り
」
の
充
実
。（
社

会
に
開
か
れ
た
教
育
課
程
）

・
共
育
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
推
進
・

充
実
。（
地
域
人
材
の
活
用
、

共
育
ミ
ニ
集
会
の
充
実
等
）

・
地
域
学
習
、
地
域
教
材
の
活

用
。(

ふ
る
さ
と
学
習)

・
教
職
員
・
児
童
生
徒
の
地
域

活
動
へ
の
参
加
、
体
験
交
流
学

習
、
奉
仕
活
動
、
福
祉
活
動
。

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
積

極
的
な
参
加
。

・「
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

に
よ
る
学
校
教
育
の
活
性
化
。

⑩
主
権
者
教
育
や
消
費
者
教
育

に
つ
い
て
発
達
段
階
に
応
じ
た

取
り
組
み
を
進
め
る
。

⑪
「
児
童
表
彰
に
関
す
る
条
例
」

の
的
確
な
推
進
に
努
め
る
。

⑫
教
職
員
の
危
機
管
理
能
力
の

向
上
に
努
め
る
と
と
も
に
、
定

期
的
に
防
災
教
育
や
防
災
訓
練

等
を
実
施
す
る
。（
第
３
日
曜

日
「
家
庭
の
日
」
を
防
災
の
日

と
す
る
）

⑬
児
童
生
徒
の
学
校
外
に
お
け

る
安
全
確
保
の
た
め
に
知
恵
を

出
し
合
い
、
保
護
者
・
地
域
と

連
携
し
た
取
り
組
み
を
進
め
る
。

⑭
家
庭
学
習
の
定
着
、
習
慣
化

に
向
け
た
取
り
組
み
を
保
護
者

と
連
携
し
て
進
め
る
。

⑮
学
校
間
連
携
の
推
進
を
図

り
、
９
年
間
を
見
通
し
た
系
統

性
を
共
有
し
連
携
に
努
め
る
。

⑯
「
子
ど
も
読
書
活
動
推
進
計

画
」
に
の
っ
と
り
、
充
実
し
た

読
書
活
動
に
取
り
組
む
。

⑰
部
活
動
の
地
域
展
開
に
つ
い

て
周
知
理
解
を
図
る
と
と
も

に
、
実
施
可
能
な
と
こ
ろ
か
ら

地
道
な
取
り
組
み
を
進
め
る
。

令
和
７
年
度

 
学
校
教
育
指
導
方
針
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卒
業
と
い
う
人
生
の
節
目
を

迎
え
て
、
将
来
の
目
標
に
向
か

い
精
一
杯
努
力
さ
れ
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

生
馬
小
学
校	

13
人

朝
来
小
学
校	

70
人

岩
田
小
学
校	

17
人

岡
小
学
校	

15
人

市
ノ
瀬
小
学
校	
21
人

　
小
学
校 

合
計	

136
人

上
富
田
中
学
校	

138
人

　
健
康
や
安
全
に
気
を
付
け

て
、
楽
し
い
学
校
生
活
を
過
ご

せ
る
よ
う
に
願
っ
て
い
ま
す
。

生
馬
小
学
校	

10
人

朝
来
小
学
校	

86
人

岩
田
小
学
校	

21
人

岡
小
学
校	

9
人

市
ノ
瀬
小
学
校	

10
人

　
小
学
校 

合
計	

136
人

上
富
田
中
学
校	

129
人

卒
業
生
の
皆
さ
ま
、

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

入
学
生
の
皆
さ
ま
、

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

（
投
稿
歓
迎
）

重
ね
餅
幸
い
重
ね
御
忌
法
会
　
　
　
　
　
　

振
り
袖
の
長
女
十
三
山
笑
ふ
　
　
　
　
　

卒
業
や
メ
ジ
ャ
ー
コ
ー
ド
の
ア
ル
ペ
ジ
オ

餅
投
げ
や
投
げ
手
に
ね
だ
る
花
ま
つ
り
　

一
ノ
瀬
の
土
手
の
蒲
公
英
皆
幸
に
　
　
　

わ
た
あ
め
や
春
セ
ー
タ
ー
の
紅
の
頬
　
　

一
王
子
人
も
桜
も
惜
し
み
無
し
　
　
　
　

里
山
の
い
の
一
番
の
山
桜

他
人
か
ら

話
し
て
る
と
友
達
に
な
っ
て

た
ま
に
遊
ん
で

と
て
も
楽
し
い

友
達
か
ら

話
し
て
る
と
親
友
に
な
っ
て

よ
く
遊
ん
で

と
て
も
楽
し
い

小
幡
　
博
子

「
白
い
絨
毯
」
せ
っ
せ
と
蜜
蜂 
働
き
て

　
　
　
　
暫
し
草
刈
る
手
止
め 
ひ
と
休
み

山
口
さ
と
江

若
き
日
に
過
ご
し
た
町
に
来
て
み
れ
ば

　
　
　
　
町
は
変
わ
り
て
面
影
う
す
れ

稲
田
　
和
代

す
っ
ぽ
り
と 

初
雪
纏
い 

束
の
間
を

　
　
　
　
潜
水
橋
は 

オ
ブ
ジ
ェ
の
如
き

信
州
の 

生
産
ポ
ス
ト
に 

孫
か
ら
と

　
　
　
　
御
礼
の
電
話
に 
も
ど
り
た
し
青
春

稗
田
　
満
代

　
親
　
友

市
ノ
瀬
小
学
校
６
年

　
　
　
　
　
　
　

秋
月　

志
天

（
投
稿
歓
迎
）

富
田
川
歌
壇

木
村
　
圀
夫

安
室
　
瑳
枝

し
ち
べ
ぇ

田
中
　
利
典

長
尾
　
則
夫

初
山
　
紀
子

松
井
　
孝
恵

森
　
　
京
子

図書館からのお知らせ 上富田町立図書館 ☎ ４７-１７９０問

今月のベストテン
1.
2.
　3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.
10.

猫の刻参り　　　　　　　
謎の香りはパン屋から　
Ｃ線上のアリア　　　　　
歌集 ゆふすげ　　　　 　
藍を継ぐ海　　　　　　　
カフネ　　   　　　　 　
成瀬は天下を取りにいく　
生殖記　　　　　　　　　
老いはヤケクソ　　　　　
なぜ働いていると本が読めなくなるのか　　　　　

宮部 みゆき
土屋 うさぎ
湊 かなえ　
美智子　 　
伊与原 新　
阿部 暁子　
宮島 未奈　
朝井 リョウ
佐藤 愛子
　
三宅 香帆 　

　　　新潮社
　　　宝島社
朝日新聞出版
　　岩波書店
　　　新潮社
　　　講談社
　　　新潮社
 　  小学館
 リベラル社

　　 集英社

時 毎月 第３水曜日
　　　午前１０時３０分から（２０分程度）
　 ０さい～３さいの乳幼児と保護者の方
　 図書館1階視聴覚室

時

対

場

にこにこおはなし会のお知らせ
　図書館では赤ちゃんや小さなお子さまがもっ
と絵本を楽しめるように、毎月第３水曜日に乳
幼児向け（０～３さい）のおはなし会を開催して
います。
　お気軽にお越しください♪
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詳細については、各公民館担当にお問い合わせください。

あなたも参加しませんか！？

教育委員会事務局 ☎ ４７-５９３０問

令和7年度サークル生大募集！！
内容

生け花

茶　道

俳　句

絵　画

ニュー俳　画

水彩画

絵手紙

スマホ教室

囲　碁

卓　球

ジャズダンス

ジャズダンス（キッズ）

フラメンコ

社交ダンス

舞踊

親子リトミック

ヨガ

太極拳

健康体操

コーラス

キックボクササイズ

実施場所

芦山分館

下鮎川分館

朝来公民館

岩田公民館

市ノ瀬公民館

岩田公民館

大谷分館

朝来公民館

朝来公民館

岩田公民館

岩田公民館

市ノ瀬公民館

朝来公民館

朝来公民館

朝来公民館

朝来公民館

朝来公民館

朝来公民館

朝来公民館

朝来公民館

朝来公民館

岩田公民館

朝来公民館

朝来公民館

朝来公民館

大谷分館

開催日

毎月　第３水曜日

毎月　第３木曜日

毎月　第２土曜日

毎月　第１火曜日

毎月　第３日曜日

毎月　第２土曜日

毎月　第１・第３月曜日

毎月　第３水曜日

毎月　第２・第４火曜日

毎月　第２木曜日

毎週　水曜日

毎週　土曜日

毎週　土曜日

毎週　火曜日

毎週　月・水・木曜日

毎週　金曜日

毎週　日曜日

毎月　第１・第３月曜日

月２回 土曜日

毎週　木曜日

毎週　火曜日

毎月　第４火曜日

毎週　火・木曜日

毎週　水・木曜日

毎月　第２・第４水曜日

毎週　月曜日

時間

夜間

夜間

午後

夜間

午後

午後

午後

午前

午後

夜間

午前

午後

夜間

夜間

午後

夜間

夜間

午後

午前

夜間

夜間

午前

午前

午前

午前

夜間

　
令
和
７
年
度
の
ス
ポ
ー
ツ
安

全
保
険
の
加
入
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。
な
お
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
み
で
の
受
け
付
け
と
な
っ

て
い
ま
す
。

◆
対
象
と
な
る
事
故
　

団
体
活
動
中
の
事
故
、
往
復

中
の
事
故
等

◆
補
償
内
容
　

傷
害
保
険
（
通
院
、
入
院
、

後
遺
障
害
、
死
亡
）・
賠
償

責
任
保
険
等

◆
対
象
団
体
　

４
名
以
上
の
ス
ポ
ー
ツ
団

体
・
社
会
教
育
関
係
団
体
等

◆
保
険
期
間
　

令
和
７
年
４
月
１
日
～

令
和
８
年
３
月
31
日

◆
掛
金
　
　
　

１
人 

年
額

８
０
０
円
～
１
万
１
千
円

（
団
体
の
活
動
内
容
・
年
齢

等
に
よ
り
異
な
り
ま
す
）

◆
説
明
資
料
の
配
布
場
所

　
教
育
委
員
会
事
務
局

問 

教
育
委
員
会
事
務
局

☎ 

４
７
‐
５
９
３
０

令
和
７
年
度

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険

加
入
の
ご
案
内
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行
き
先 

阿
波
十
郎
兵
衛
屋
敷

（
阿
波
人
形
浄
瑠
璃
を
鑑
賞
）

大
塚
美
術
館
（
昼
食
は
美
術
館

で
自
由
食
で
す
。）

時 

５
月
17
日 

㊏

集
合
場
所 

岩
田
公
民
館

　
　
出
発 

６
時
00
分

　
　
帰
着 

20
時
30
分
頃

※
帰
り
徳
島
か
ら
和
歌
山
は
フ

ェ
リ
ー
を
利
用
、
夕
食
は
お

弁
当
で
す
。

費  

一
般
　
　
　
　
１
万
４
千
円

高
校
生
以
下
　
１
万
１
千
円

※
い
ず
れ
も
夕
食
の
お
弁
当
代

　
込
み

定 

40
名(

先
着
順)

〆 

岩
田
・
岡
在
住
の
方

４
月
４
日 

㊎
～
５
月
12
日 

㊊

　 

町
内
の
方

４
月
11
日
㊎
～
５
月
12
日 

㊊

申 

参
加
費
を
添
え
て
岩
田
公
民

館
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

問 
岩
田
公
民
館

☎
４
７
‐
２
０
２
０

　
生
活
保
護
世
帯
ま
た
は
生
活

保
護
に
準
じ
た
保
護
が
必
要
な

世
帯
の
児
童
生
徒
に
対
し
、
一

定
の
援
助
を
行
う
支
援
制
度
と

し
て
、
要
保
護
・
準
要
保
護
児

童
生
徒
就
学
援
助
制
度
が
あ
り

ま
す
。

　
お
困
り
の
方
は
お
子
様
が
通

わ
れ
て
い
る
学
校
ま
た
は
教
育

委
員
会
事
務
局
ま
で
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

問 生
馬
小
学
校 

４
７
‐
０
１
２
６

朝
来
小
学
校 

４
７
‐
０
０
４
０

岩
田
小
学
校 

４
７
‐
２
１
２
０

岡
小
学
校 

　
４
７
‐
２
０
２
７

市
ノ
瀬
小
学
校

　
　
　
　
　 

４
８
‐
０
３
３
４

上
富
田
中
学
校

　
　
　
　
　 

４
７
‐
０
０
５
３

教
育
委
員
会 

４
７
‐
５
９
３
０

時 初回４月１６日 ㊌ １９時～２０時３０分
　　以降、毎月 水曜日 ２回程度
場 朝来公民館
費 無 料
定 １５名（先着順）
申 ４月１日 ㊋ 以降で朝来公民館へ
お申し込みください。
( ㊍・㊐ を除く９時００分～１６時００分 )
問 朝来公民館　☎４７ ‐ ０５４５

朝来公民館　手話教室

就
学
援
助
ご
案
内

奈
良
大
学
博
物
館
で
上
富
田
町
・
上
富
田
町
教
育
委
員
会
後
援
の

企
画
展
『
朝
来
経
塚
群
―
祈
り
の
考
古
学
―
』
が
開
催
さ
れ
て
い

ま
す
。

（
１
月
27
日
～
４
月
12
日
）

お
近
く
ま
で
お
越
し
の
際
は
、

ぜ
ひ
、
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

開
館
時
間
：
９
時
～
16
時
30
分

（
土
曜
日
は
正
午
ま
で
）

　
　
休
館
日
：
日
曜
日
・
祝
日

　
今
年
度
に
皆
さ
ま
か
ら
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
封
筒
募
金
は
、７
７
万
８
０
０
円
（
３
月
１
日
現
在
）
と
、

た
く
さ
ん
の
善
意
の
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
期
待
に
応
え
て
大
切
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
お
約
束
し
、
こ
こ
に
ご
報
告
を
兼

ね
て
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

①
健
や
か
な
青
少
年
を
育
て
る
た
め
の

　
・
各
種
体
験
、
交
流
事
業
、
子
ど
も
議
会
、
青
春
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
・
夏
休
み
読
書
マ
ラ
ソ
ン
、
ス
マ
ホ
・
ケ
ー
タ
イ
安
全
教
室

　
・
各
校
区
協
議
会
活
動

②
子
ど
も
の
安
全
を
守
る
た
め
の

　
・
春
、
夏
、
冬
の
子
ど
も
を
守
る
運
動
の
推
進

　
・
き
し
ゅ
う
君
の
家

③
非
行
防
止
の
た
め
の

　
・
広
報
車
に
よ
る
巡
回
活
動
、
夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル

　
青
少
年
育
成
町
民
会
議
で
は
、
今
後
も
地
域
・
家
庭
・
関
係
機
関
等
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
健
全
育
成
や

環
境
浄
化
活
動
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ
り
一
層
の
皆
さ
ま
の
ご
指
導
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

岩
田
公
民
館  

史
跡
め
ぐ
り 

‐
参
加
者
募
集
‐

青
少
年
育
成
募
金
　
封
筒
募
金
活
動
の
報
告
と
お
礼

‐
ご
案
内
‐

　
企
画
展
『
朝
来
経
塚
群
―
祈
り
の
考
古
学
―
』

入
館
無
料

夏休み読書マラソン
特選児童の表彰
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生馬公民館 ２月８日㊏ ９日㊐
　寒波襲来にもかかわらず

２日間で延べ約250名の参観

者で盛況を博しました。

　今回の作品展では、

劇団たなべ座主催の巡回写

真展「未来へつなぐ道 もう

ひとつの熊野古道Ⅱ」も同時

開催され、学びの場を提供

していただきました。

岩田公民館 ２月15日㊏ 16日㊐
　今回は、新たにフラワーアレンジメン

ト、水墨画等の出展があり、出展作品

も増加していました。

　また参観者数も昨年より多く、３５２

人の参観者がありました。来場者の皆

さんは、作品の一つひとつをじっくりと

鑑賞されていました。

朝来公民館 ２月８日㊏ ９日㊐
　今年は、昨年以上にたくさん

の作品が出展され、見応え

のある作品展となりまし

た。寒波襲来にもかかわら

ず、大勢の観覧者で賑わい

ました。手話サークルの

手話歌の動画も、皆さん興味を

もって見てくれていました。

市ノ瀬公民館 2月16日㊐
　新たな出展者や公民館

写真教室の作品など、工夫

して昨年並みの出展があり

ました。出展者と観覧者が

作品について話されている

様子も見られ、和やかな雰

囲気の中で交流が生まれていたようです。

　茶道クラブによる「お茶席」も設けられ、楽しい作品

展となりました。

町内各公民館で作品展が開催されました

芦山生花教室
合同作品

　巡回写真展
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森
林
教
室

苔
テ
ラ
リ
ウ
ム
を

　
　
　
　  
楽
し
も
う

岩
田
公
民
館

　
１
月
20
日
に
、
和
歌
山
森
林

管
理
署
に
よ
る
「
森
林
教
室
・

苔
テ
ラ
リ
ウ
ム
を
楽
し
も
う
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
参
加
者
は

予
定
を
超
え
る
25
人
で
、
会
議

室
が
い
っ
ぱ
い
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
ず
最
初
に
、「
苔
が
育
て

る
森
林
」
な
ど
、
森
林
と
コ
ケ

の
関
係
を
き
学
び
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
森
林
教
室
の
一
環

と
し
て
苔
テ
ラ
リ
ウ
ム
づ
く
り

に
取
り
組
み
ま
し
た
。
苔
テ
ラ

リ
ウ
ム
の
道
具
と
材
料
は
、
森

林
管
理
署
が
用
意
し
て
く
れ
ま

し
た
。
持
参
し
て
く
れ
た
苔
は

26
種
に
も
お
よ
び
、
そ
の
中
に

は
高
野
山
に
自
生
す
る
珍
し
い

コ
ケ
も
あ
り
ま
し
た
。　

ま
ず
は

作
り
方
の

説
明
を
受

け
、
各
自

思
い
思
い

の
材
料
や

コ
ケ
を
取

り
に
行
き

ま
し
た
。

そ
こ
か
ら

は
、
も
く
も
く
と
苔
テ
ラ
リ
ウ

ム
に
打
ち
込
む
人
、
隣
同
士
で

に
ぎ
や
か
に
相
談
し
な
が
ら
作

る
人
、
作
り
直
し
の
た
め
に
再

度
材
料
を
取
り
に
行
く
人
も
い

ま
し
た
。
そ
の
中
で
参
加
者
全

員
が
集
中
し
て
、
自
分
の
苔
テ

ラ
リ
ウ
ム
作
り
を
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
。

　
森
林
管
理
署
の
方
々
は
各
テ

ー
ブ
ル
を
回
り
丁
寧
に
指
導
し

て
く
れ
ま
し
た
。
終
了
時
に
は
、

各
自
が
思
い
描
く
苔
テ
ラ
リ
ウ

ム
が
で
き
あ
が
っ
て
い
ま
し
た
。

終
わ
り
に
森
林
管
理
署
か
ら

「
苔
テ
ラ
リ
ウ
ム
づ
く
り
は
、
今

日
で
終
わ
り
で
は
な
く
、
丁
寧

に
お
世
話
を
し
て
長
く
育
て
て

く
だ
さ
い
」
と
の
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

時 

４
月
30
日 

㊌
ま
で

平
日
８
時
30
分
～
17
時
15
分

場 

上
富
田
文
化
会
館１

階
ロ
ビ
ー

問 

教
育
委
員
会
事
務
局

☎
４
７
‐
５
９
３
０

　
３
月
１
日
参
加
者
20
名
で
串

本
を
訪
ね
ま
し
た
。
南
紀
ジ
オ

パ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
と
無
量
寺
の

応お
う
き
ょ挙

芦ろ

雪せ
つ
か
ん館

・
橋
杭
岩
で
す
。

　
ま
ず
潮
岬
に
あ
る
南
紀
ジ
オ

パ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
を
訪
れ
ま
し

た
。
こ
こ
で
南
紀
ジ
オ
パ
ー
ク

ガ
イ
ド
の
方
に
出
迎
え
て
も
ら

い
、
動
画
の
視
聴
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
紀
南
の
大
地
は

ど
の
よ
う
に
し
て
で
き
た
か
、

紀
南
地
方
に
点
在
す
る
奇
岩
や

巨
石
と
人
々
の
関
わ
り
に
つ
い

て
詳
し
く
知
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
１
４
０
０
万
年
前
に
大

噴
火
が
あ
り
、
大
き
な
カ
ル
デ

ラ
が
で
き
た
と
い
う
こ
と
は
驚

き
で
し
た
。
視
聴
の
あ
と
館
内

の
展
示
物
を
観
覧
し
、
紀
南
の

ジ
オ
パ
ー
ク
に
つ
い
て
深
く
知

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
後
半
は
周
辺
の
散
策
で
す
。

潮
風
の
休
憩
所
で
、
白
蝶
貝
を

求
め
多
く
の
同
町
出
身
者
ら
が

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
木
曜
島
に

移
住
し
た
歴
史
に
触
れ
た
り
、

本
州
最
南
端
の
見
晴
ら
し
台
に

行
っ
た
り
し
ま
し
た
。

　
午
後
は
無
量
寺
の
応
挙
芦
雪

館
を
訪
れ
ま
し
た
。
円
山
応
挙
・

長
沢
芦
雪
と
無
量
寺
と
の
関
わ

り
や
芦
雪
の
創
作
活
動
に
つ
い

て
の
動
画
を
視
聴
し
て
か
ら
、

展
示
物
を
鑑
賞
し
ま
し
た
。
虎

と
龍
の
襖
絵
に
は
そ
の
迫
力
に

圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。

　
帰
り
に
、
ジ
オ
サ
イ
ト
の
一

つ
で
あ
る
橋
杭
岩
に
寄
り
ま
し

た
。
成
り
立
ち
を
学
習
し
た
の

で
、
改
め
て
そ
の
神
秘
的
な
姿

に
見
入
り
ま
し
た
。
ま
た
、
幸

運
に
も
干
潮
だ
っ
た
の
で
、
先

の
方
の
弁
天
島
ま
で
歩
い
て
行

く
こ
と
が
で
き
、
祠
に
お
参
り

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
暖
か
く
風
も
な
く

絶
好
の
天
気
で
、
充
実
し
た
研

修
に
な
り
ま
し
た
。

文
化
財
め
ぐ
り 

‐
串
本
町
の
文
化
と
歴
史
を
訪
ね
て
‐

市
ノ
瀬
公
民
館

文
化
会
館 

ロ
ビ
ー
展

    

川
島
草
堂
屏
風
図
絵
展
　
ご
案
内

　
市
ノ
瀬
在
住
の
三
栖
紹
子
さ
ん
所
有
の
川
島
草
堂
屏
風
図
絵
を

ロ
ビ
ー
展
示
し
て
い
ま
す
。

　
田
辺
出
身
で
、
熊
楠
と
も
交
流
の
あ
っ
た
川
島
草
堂
の
作
品
を

ぜ
ひ
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

屏風絵（鹿）

弁天島・蛭子大明神
（橋杭岩内）
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※
受
験
資
格
等
詳
細
に
つ
い
て

は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問 

自
衛
隊
和
歌
山
地
方
協
力
本

部
田
辺
地
域
事
務
所

☎ 

２
４
‐
６
２
１
９

※その他採用試験の詳細は、和歌山県警察ホームページ等をご覧ください。
2　SNS 等による採用情報の発信について
　　採用情報や説明会情報は和歌山県警察ホームページに掲載します。
　　また SNS（X、Instagram）からも採用情報を発信します。

問 白浜警察署　☎︎ 0739-43-0110

　
和
歌
山
大
学
南
紀
熊
野
サ
テ

ラ
イ
ト
で
は
、
２
０
２
５
年
前

期
の
学
部
開
放
授
業
受
講
生
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
授
業
は
対
面
で
実
施

し
ま
す
。

時 

６
月
～
７
月
の
㊍
・
㊏
・
㊐

に
順
次
開
催
。

授
業
科
目
・
定
員

 

　
学
部
開
放
授
業

　（
各
科
目
定
員
先
着
10
～
30

人
）

　「
熊
野
祭
礼
学
」

　「
南
紀
熊
野
の
先
人
た
ち
」

　「
統
計
に
よ
る
社
会
の
分
析
学
」

対 

18
歳
以
上
の
方
、
高
校
生

〆 

学
部
開
放
授
業

　
　
　
　
　
　
　
４
月
18
日
㊎

問 

和
歌
山
大
学

南
紀
熊
野
サ
テ
ラ
イ
ト

☎ 

２
３
‐
３
９
７
７

１　採用試験日程等

和
歌
山
大
学

　
　
南
紀
熊
野
サ
テ
ラ
イ
ト

―  

前
期
受
講
生
募
集  

―

試験名

試験日程

受付期間
第 1次試験 第 2次

試験日
第 3次
試験日試験日 試験地

警察官 A
男性
女性 3/3 ㊊〜

4/11 ㊎ 5/10 ㊏ 和歌山市
田辺市

6 月上旬 7 月上旬
警察官

（サイバー犯罪捜査官）

試験名 受験資格

警察官 A
男性
女性

平成 5 年 4 月 2 日以降に生まれた人で、大学（短期大学を除く）を卒業した人、
または、令和 8 年 3 月末日までに卒業見込みの人

警察官
（サイバー犯罪

捜査官）

平成 2 年 4 月 2 日から平成 16 年 4 月 1 日までに生まれた人で、情報処理の
促進に関する法律に基づき。独立行政法人情報処理推進機構が実施する国家
試験のうち、特定の試験に合格したもの（詳細は試験案内で）ご確認ください。

令
和
７
年
度

一
般
曹
候
補
生
募
集
案
内

和
歌
山
県
警
察
官
採
用
試
験
に
関
す
る
お
知
ら
せ

試験項目 区分 受付期間 試験日 試験会場

一般曹
候補生

男　性
女　性

３月１日㊏
～

５月７日㊌

５月１７日㊏
～

５月２５日㊐
※この期間内に
　Web による試験を
　実施

自宅等
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職
業
に
つ
い
て
相
談
し
た
い

方
、
雇
用
保
険
受
給
中
の
方
は
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

時 

４
月
11
日
㊎

　
　 

13
時
30
分
～
15
時
30
分

場 

大
谷
総
合
セ
ン
タ
ー
相
談
室

問 

西
牟
婁
振
興
局地

域
づ
く
り
課

☎
２
６
‐
７
９
１
０

　「
生
活
の
こ
と
」「
仕
事
の
こ

と
」
に
つ
い
て
、
お
悩
み
の
方
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

時 

４
月
15
日
㊋

　
　 

13
時
30
分
～
15
時
30
分

場 

大
谷
総
合
セ
ン
タ
ー
相
談
室

問 

西
牟
婁
振
興
局

総
務
健
康
安
全
課

☎ 

２
６
‐
７
９
３
１

ご
結
婚

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

◆
火
災
出
動

　
出
火
件
数
は
６
件
で
、
前
年

と
比
較
す
る
と
１
件
増
加
し
ま

し
た
。

　
火
災
の
種
別
は
、
建
物
火
災

が
３
件
、
林
野
火
災
が
１
件
、

そ
の
他
の
火
災
が
２
件
で
し

た
。

◆
救
急
出
動

　
出
動
件
数
は
８
２
４
件
で
、

前
年
と
比
較
す
る
と
７
件
減
少

し
ま
し
た
。

　
救
急
の
種
別
は
、
急
病
が

５
６
３
件
と
最
も
多
く
、
次
い

で
、
一
般
負
傷
が
１
３
０
件
、

交
通
事
故
が
54
件
で
し
た
。

　
救
急
出
動
の
う
ち
、
救
急
搬

送
に
至
っ
た
傷
病
者
は
７
４
８

人
で
す
。
そ
の
う
ち
軽
症
が

４
０
７
人
と
最
も
多
く
、
次
い

で
中
等
症
が
２
６
６
人
、
重
症

が
63
人
、
死
亡
が
12
人
で
し
た
。

◆
救
助
出
動

　
出
動
件
数
は
12
件
で
、
前
年

と
比
較
す
る
と
３
件
減
少
し
ま

し
た
。

　
救
助
の
種
別
は
、
交
通
が
最

も
多
く
、
５
件
で
し
た
。

◆
警
戒
出
動

　
警
戒
出
動
と
は
、
交
通
事
故

等
に
よ
る
危
険
物
の
漏
洩
に
対

す
る
応
急
措
置
、
火
災
予
防
上

警
戒
が
必
要
な
燃
焼
現
象
の
確

認
、
救
急
隊
の
支
援
活
動
等
の

出
動
を
い
い
ま
す
。

　
出
動
件
数
は
80
件
で
、
前
年

と
比
較
す
る
と
20
件
減
少
し
ま

し
た
。

　
こ
の
う
ち
、
野
焼
き
等
の
焼

却
行
為
に
関
す
る
警
戒
出
動
は

３
件
で
し
た
。

　
行
為
者
の
不
注
意
に
よ
り
燃

え
広
が
り
、
火
災
と
な
っ
た
事

例
も
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
火
の
取
扱
い
に
は
、
十
分
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

田辺市消防本部

YouTube 公式チャンネル

ぜひご覧ください！

●
火
災
・
救
急
・
救
助
は
、

　「
１
１
９
」
番
へ

●
救
急
車
を
呼
ぶ
か
判
断
に

迷
っ
た
と
き
は････

　「
♯
７
１
１
９
」
番
へ

つ
な
が
ら
な
い
場
合
は

　
田
辺
市
消
防
本
部

　「
２
２
‐
０
１
１
９
」
番
へ

巡
回
職
業
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

生
活
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

◆
税
目
　
　

　
軽
自
動
車
税
（
第
１
期
）

◆
納
期
限
　

　
４
月
30
日
㊌

※
納
期
が
過
ぎ
て
も
納
付
が
確

認
で
き
な
か
っ
た
時
は
、
延

滞
金
が
か
か
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
納
税
は
お
早
め
に
。

問 

税
務
課
　
収
納
班
（
⑥
番
窓
口
）

　
　
☎
３
４
‐
２
３
７
１

今
月
の
納
税

お
誕
生

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
く
や
み

申
し
上
げ
ま
す

上
富
田
町
届
出
（
2
月
分
）

（
進
也
・
真
生
）

（
和
朗
・
有
紗
）

（
剛
輝
・
奈
央
）

岩

田

朝

来

上
富
田
町

前ま
え
だ田

　
菜な

ゆ結

岩い
わ
で出

　
惺せ

な央

大お
お
の野

　
純と

う
や弥

岩

田

市
ノ
瀬

朝

来

岩

田

朝

来

朝

来

朝

来

朝

来

岩

崎

朝

来

朝

来

谷
本
　
　
進

田
中
　
峰
子

山
口
　
良
材

梶
村
　
和
代

芦
口
　
幸
男

保
　
　
學

田
上
　
征
子

上
田
　
陽
右

福
田
　
博
迪

中
井
　
玄
悟

松
上
　
　
巡

85
歳

75
歳

78
歳

86
歳

76
歳

103
歳

85
歳

88
歳

80
歳

97
歳

69
歳

前月比
総 数 15,669 人 -31

男 性 7,499 人 -17

女 性 8,170 人 -14

世帯数 7,580 世帯 -11

上富田町の人口と世帯数
令和7年 2月末現在

大
槻
勇
一
朗

北
川
　
侑
希

紀
の
川
市

和
歌
山
市

｛

田
辺
消
防
署

上
富
田
分
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

上
富
田
分
署
に
お
け
る

令
和
6
年
中
の
出
動
状
況
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広
報
か
み
と
ん
だ

N
o.686

編
集 

発
行

和
歌
山
県
西
牟
婁
郡
上
富
田
町
朝
来
7
6
3
番
地 

上
富
田
町
役
場

電
話 
0
7
3
9-

4
7-

0
5
5
0（
代
表
）
F
A
X 

0
7
3
9-

4
7-

4
0
0
5

　
令
和
５
年
度
か
ら
運
用
開
始

し
た
デ
マ
ン
ド
バ
ス
（
予
約
式

乗
り
合
い
バ
ス
）
の
利
用
者
様

か
ら
大
変
良
い
評
価
を
頂
い
て

お
り
ま
す
。

　
利
用
者
様
か
ら
は
『
使
い
方

が
わ
か
り
や
す
く
便
利
で
何
度

も
利
用
し
て
い
る
。』、『
安
心
し

て
免
許
返
納
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
』
と
い
っ
た
声
を

い
た
だ
き
、
今
後
の
利
用
の
幅

も
広
が
り
そ
う
で
す
。

デ
マ
ン
ド
型
バ
ス
と
は
？

特
徴
１

　
30
分
毎
の
予
約
制
で
す
。

特
徴
２

　
指
定
の
乗
降
ポ
イ
ン
ト
で
乗

り
降
り
で
き
ま
す
。

特
徴
３

　
乗
り
合
い
バ
ス
で
す
。
他
の

お
客
様
も
途
中
で
乗
り
降
り
し

な
が
ら
最
適
な
ル
ー
ト
を
選
ん

で
走
り
ま
す
。

ご
利
用
方
法

① 

利
用
登
録

事
前
に
登
録
が
必
要
で
す
。

利
用
登
録
申
込
書
は
、
役
場
⑧

番
窓
口
お
よ
び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
入
手
で
き
ま
す
。

② 

電
話
予
約

利
用
登
録
完
了
後
、
電
話
予
約

を
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

予
約
先

 

　
　
明
光
バ
ス
受
付
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
☎
３
３
‐
２
０
７
８

※
予
約
内
容
は
、
登
録
番
号
、

氏
名
、
時
間
、
乗
降
場
所
、

人
数
、
連
絡
先
と
な
り
ま
す
。

※
小
・
中
学
生
は
ご
利
用
で
き

ま
せ
ん
。

場 

振
興
課

企
画
・
商
工
観
光
班
⑧
番
窓
口

☎
３
４
‐
２
３
７
０

オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
と
は

・
明
治
中
期
に
、
観
賞
用
・
緑

化
用
と
し
て
持
ち
込
ま
れ
定
着

し
ま
し
た
。

な
ぜ
駆
除
し
な
い
と
い
け
な
い
の
？

・
繁
殖
力
の
強
い
外
来
植
物
が
、

在
来
種
の
脅
威
と
な
っ
て
い
ま
す
。

・
河
原
な
ど
の
草
地
に
生
え
る

ツ
ツ
ザ
キ
ヤ
マ
ジ
ノ
ギ
ク
、
カ

ワ
ラ
サ
イ
コ
、
カ
ワ
ラ
ナ
デ
シ

コ
等
の
希
少
な
植
物
を
守
る
た

め
、
各
地
で
外
来
植
物
の
駆
除

活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

取
扱
い
に
注
意
し
な
が
ら

除
去
し
よ
う

①
個
人
で
除
去
す
る
際
は
、
花
が

咲
い
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
、
地
上

部
の
み
を
刈
り
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

②
根
ご
と
掘
り
取
る
場
合
は
、
そ

の
場
で
ゴ
ミ
袋
に
入
れ
た
ま
ま
数

日
、
日
光
に
晒
す
な
ど
し
て
枯
死

さ
せ
て
か
ら
運
ん
で
く
だ
さ
い
。

③
地
区
な
ど
の
団
体
で
除
去

す
る
場
合
の
手
続
は
、
環
境

省
田
辺
管
理
官
事
務
所
（
へ

０
７
３
９
・
３
４
・
５
０
６
１
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

み
ん
な
で
駆
除
し
よ
う

オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク

https://kyushu.env.go.jp
/wildlife/mat/m_2_3.html

‐
予
約
式
乗
り
合
い
バ
ス
‐

デ
マ
ン
ド
バ
ス
が

　
　  
大
変
好
評 

！


